
五條市火打町出土
ごじょうしひうちちょうしゅつど

さあ、すきな色を
ぬってみよう！

なまえ（　　　　　　　　　）
　この銅鐸は今からおよそ2000年前のもので、明治時代に奈良県と和歌山県

とのさかいに近い火打町で発見されました。銅鐸は、青銅（銅とすずなどを

あわせてつくられた金属）でつくられていて、弥生時代にはじまった米づく

りのマツリにつかわれた鐘（かね）と考えられています。

　火打町で発見された銅鐸は、ざんねんなことにゆくえがわからなくなって

います。博物館では、むかしの写真をもとに復元したものを展示しています。
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